る処に 布衍の 必要 を 生じて、 ついに は 原稿の 約 二 

倍く らい 長い ものにして しま つ た。 

題目の 性質と して は 一気に 読み下さな いと、 思 

索の 縁 を 時々 に 切断 せられて、 理路の 曲折、 自然 

うらみ 

の 興趣に 伴わざる の憾は あるが、 新聞の 紙面に 

もと ふつごう 

は 固より 限りの ある 事 だから、 不都合 を 忍んで、 

これ を 一 二 欄ず つ 日 ごとに 分載す るつ もりで ある _ 

この 事情の もとに 成れる 左の 長篇 は、 講演と し 

て 速記の 体裁 を 具うる にも 関わらず、 実は 講演者 

たる 余が 特に 余が 社の ために 新 に 起草した る 論 

さしつかえ 

文と 見て 差 支な かろうと 思う。 これより 朝日 新 



すか —— とにかく 幾 坪 かの 広がりが あって、 その 中に 

私が 立って ぉリ、 その 中に あなた 方が 坐って いる こと 

になる。 この 広がり を 空間と 申します。 (申さな くつ 

て も 御 承知で ある) つまり はスぺ ー スと 云う ものが 

おのおの 

あって、 万物 は その 中に、 各、 ある 席 を 占めて いる _ 

次に 今日の 演説 は 一時から 始まります。 そうして いつ 

終る か 分りません が、 まあいつ か 終る でしよう。 大概 

は 日が 暮れる 前に 終る 事と 思います。 私が こうやって 

好 加減な 事 を しゃべって、 それが 済む と あとから、 上 

田さん が 代って また 面白い 講話が ある。 それから 散会 

となる。 私の 講話 も、 上田さん の 演説 も 皆 経過す る 事 



件でありまして、 この 経過 は 時間と 云う ものが なけれ 

ば、 どうしても 起る 訳に 参りません。 これ も 明瞭な 

事で 別段 改めて 申 上げる 必要 はない。 最後に、 なぜ 私 

が ここにこう やって 出て 来て、 しきりに 口 を 動かして 

すいきょう ものずき 

いるかと 云えば、 これ は 酔狂 や 物 数奇で 飛 出して 来 

たと 思われて は 少し 迷惑であります。 そこに は それ 相 

当な 因縁、 すなわち 先刻 申 上げた 大村 君の 鄭重なる 

御 依頼と か、 私の 安受 合と か、 受 合った あとの 義務 心 

とか、 いろいろの 因縁が 和合した その 結果 かくの ごと 

く フロック コ ） ^を 着て 参りました。 この 関係 を (人 

事、 自然に 通じて) 因果の 法則と 称えて おります。 



う 

ところが よくよく 考えて 見る と、 それが はなはだ 怪 

しい。 よほど 怪しい。 通俗に は 誰もそう 考えて いる。 

私 も 通俗に そう 考えて いる。 しかし 退いて 不通 俗に 

考えて 見る とそれ がす こぶる おかしい。 どうも そうで 

ない らしい。 なぜかと 云う と 元来 この 私と 云う —— こ 

ハイカラ ひげ は 

うして フロック コ —， ^を 着て 高 襟 をつ けて、 髭 を 生や 

して 厳然と 存在して いるかの ごとくに 見える、 この 私 

の 正体が はなはだ 怪しい ものであります。 フロック も 

高 襟 も 目に 見える、 手に 触れる と 云う までで 自分で な 

かゆ 

いに はき まっている。 この 手、 この 足、 痒い ときには 



ベ ん ぎじょう 

て、 ただ 意識の 連続して 行く ものに 便宜上 私と 云う 名 

を 与えた のであります。 何が 故に 平地に 風波 を 起して、 

余計な 私と 云う もの を 建立 する のが 便宜 かと 申す と、 

「私」 と、 一 たび 建立す ると その 裏に は、 「あなた 方」 

と、 私 以外の もの も 建立す る 訳になります から、 物 我 

の 区別が これでつ きます。 そこが いらざる 葛藤で、 ま 

た 必要な 便宜な のであります。 

こう 云う と、 私 は 自分 (普通に 云う 自分) の 存在 を 

否定す るの みならず、 かねて あなた 方の 存在 を も 否定 

する 訳に なって、 かように 大勢 傍聴して おられる にも 

かかわらず、 有れ ども 無き が ごとくで はなはだ 御 気 の 



連続と 云う 字 を 使用す る 以上 は 意識が 推移して 行く 

と 云う 意味 を 含んで お つ て、 推移と 云う 意味が ある 以 

上 は ( 一 ) 意識に 単位がなければ ならぬ と 云う 事と (二) 

この 単位が 互に 消長す ると 云う 事と (三) は 消長が 分 

明で あるく らいに 単位 意識が 明瞭 でなければ ならぬ 

と 云う 事と (四) 意識の 推移が ある 法則に 支配 せらる 

る やと 云う 事になります から、 問題が よほど 込 入って 

来ます が、 今 はそんな 面倒な 事 を 御 話す る 場合で ない 

から、 諸君の 御 研究に 一 任す る 事と して 講話 を 進め ま 

す。 もっとも 今 申した 四カ条 のうち、 意識 推移の 原則 

について は 私の 「文学論」 の 第五 篇に 不完全ながら 自 



しました。 そうして、 御 互に 空間と 云う 怪しい ものの 

中に 這ん り 込んで、 時間と 云う 分らぬ ものの 流れに 棹 

さして、 因果の 法則と 云う 恐ろしい ものに 束縛せられ 

て、 ぐうぐう 云って いると 申しました。 ところが 不通 

俗に 考えた 結果に よると まるで 反対に な つ てし まい ま 

した。 物 我な どと 云う 関門 は 最初から ない 事に なリま 

した。 天地すな わち 自己と 云う えらい 事に なりました _ 

ひょうへん 

いつの 間にこう 豹変した のか 分らない が、 全く 矛盾 

してし まいました。 (空間、 時間、 因果律 もや はりこの 

豹変のう ちに 含んで います。 それ は 講話の 都合で 後 廻 

しにし ましたから、 今に だんだん わかります) 



着す るに 相違ない。 意識 及 その 連続 を 事実と 認める 裏 

に はすで にこの 問題が 含まれて おります。 そうして こ 

せんたく 

の 問題の 裏面に は 選択と 云う 事が 含まれて おります。 

ある 程度の 自由がない 以上 は、 また 幾分 か 選択の 余裕 

がないならば この 問題の 出よう はずがない。 この 問題 

が 出る の はこの 問題が 一 通り 以上に 解決され 得る から 

である。 この 解決の 標準 を 理想と いうので あります。 

まと 

これ を 纏めて 一 口に 云う と 吾人 は 生きたい と 云う 傾向 

を もっている。 (意識に は 連続 的 傾向が あると 云う 方 

が 明確 かも 知れぬ が) この 傾向から して 選択が 出る。 

^ J の 選択から 理想が 出る。 すると 今 ま ではた だ 生きれ 



ている。 文法 は 文章が あって、 言葉が あって、 その 言 

葉の 関係 を 示す ものに 過ぎん の だからして、 文法 こそ 

文章のう ちに 含まれて いると 云 つてし かるべ きで ある 

) J とく 空間 の 概念 も 具体的な る 両 意識 の うちに 含まれ 

ベ んぎ 

ている と 云っても よろしい と 思う。 それ を 便宜の ため 

ま. う 

に 抽象して 離して しま つ て 広い 空間 を 勝手次第に 抛り 

出す と、 無辺際の うちに ぼつり ぼつり と 物が 散 点して 

いるよう な 心持ちになります。 もっとも この 空間 論 も 

大分 難物の ようで、 ニュ ー トンと 云う 人 は 空間 は 客観 

的に 存在して いると 主張した そうです し、 カント は 直 

覚だ とか 云った そうです から、 私の 云う 事 は、 あまり 



あります。 それ だから、 よく 分った 人 は 俗人の 不思議 

に 思うよう な 事 を 毫も 不思議と 思わない。 今まで 知れ 

た 因果 以外に いくらでも 因果が あり 得る もの だと 承知 

ひるめし 

している からであります。 ドンが 鳴る と 必ず 昼飯 だと 

思う 連中と は少々 違って います。 

そうか つ 

ここ いらで 前段に 述べた 事 を 総括して おいて、 それ 

から 先へ 進行し ようと 思います。 (一) 吾々 は 生きた 

いと 云う 念々 に 支配せられ ております。 意識の 方から 

云う と、 意識に は 連続 的 傾向が ある。 (二) この 傾向が 

せんたく はら 

選択 を 生ずる。 (三) 選択が 理想 を 孕む。 (四) 次に こ 

の 理想 を 実現して 意識が 特殊なる 連続 的 方向 を 取る。 



(五) その 結果と して 意識が 分化す る、 明瞭になる、 

統一 せられる。 (六) 一定の 関係 を 統一して 時間に 客 

観 的 存在 を 与える。 (七) 一 定の 関係 を統 一 して 空間 

に 客観的 存在 を 与える。 (八) 時間、 空間 を 有意義なら 

しむる ために 数 を 抽象して これ を 使用す る。 (九) 時 

間 内に 起る 一 定の 連続 を統 一 して &果の 名を附 して、 

因果の 法則 を 抽象す る。 

まず ざっと、 こんな ものであります。 してみ ると 空 

間と いう もの も 時間と いう もの も 因果の 法則と いう も 

ベ ん ぎじょう 

の も 皆 便宜上の 仮定であって、 真実に 存在して いる も 

ので はない。 これ は 私が そう 云う のです。 諸君が そう 



んで おられて 至極 便利であります。 投げる と 申す と 失 

敬に 当ります が、 粟 餅と は 認めて いないの だから、 大 

した 非礼に はなる まいと 思います。 

この 放射 作用と 前に 申した 分化 作用が 合併して 我以 

外の もの を、 単に 我 以外の ものと してお かないで、 こ 

れ にいろい ろな 名称 を 与えて 互に 区別す るよう になり 

ます。 例えば 感覚的な ものと 超 感覚的な もの (あるか 

ないか 知らないが 幽霊と か 神と か 云う 正体の 分らぬ も 

の を 指す のです) に 分類す る。 その 感覚的な もの を ま 

た 眼で 見る 色 や 形、 耳で 聴く 音 や 響、 鼻で 嗅ぐ 香、 舌 

でしる 味な どに 区別す る。 かくの ごとく 区別され たも 



の を、 また だんだんに 細かく 割って 行く。 分化 作用が 

行われて、 感覚が 鋭敏に なれば なるほど この 区別 は微 

精に なって 来ます。 のみならず 同 一 に統 一 作用が 行わ 

れ るから して、 一 方で は 草と なり、 木と なり、 動物と 

すみれ たんぽぽ 

なり、 人間と なる のみならず。 草 は 董 とな リ、 蒲公英 

となり、 桜草と なリ、 木 は 梅と なり、 桃と なり、 松と 

ひのき 

なり、 檜と なり、 動物 は 牛、 馬、 猿、 犬、 人間 は士、 

農、 ェ、 商、 あるいは 老、 若、 男、 女、 もしくは 貴、 

賤、 長、 幼、 賢、 愚、 正、 邪、 いくらでも 分岐して 来 

ます。 現に 今日で も 植物学 者の 見分け 得る 草 や 花の 種 

類 は ほとんど 吾人の 幾 百倍に 上る であろうと 思います _ 



また 諸君の ような 画家の 鑑別す る 色 合 は 普通人の 何十 

倍に 当る か 分らんで しょう。 それ も 何のた めかと 云え 

ば、 元に 還って 考えて 見る と、 つまり は、 うまく 生き 

て 行こう の 一 念に、 この 分化 を 促 された に過ぎない 

のであります。 ある 一 種の 意識 連続 を 自由に 得ん がた 

めに (選択の 区域に 出来 得る だけの 余裕 を 与えん がた 

めに) あらかじめ 意識の 範囲 を 広く すると 云う 意味に 

ほかな らんので あります。 私共 は どの 草 を 見ても 皆 一 

様に 青く 見える。 青のう ちで いろいろな 種類 を 意識し 

たいと 思っても、 いかんせん 分化 作用が そこまで 達し 

てお らんから 皆無 駄目で ある。 少く とも 色に ついて 変 



化に 富んだ 複雑の 生活 は 送れない 事に 帰着す る。 盲 眼 

の 毛の 生えた ものであります。 情ない 次第 だと 思い ま 

す。 或る 評 家の 語に 吾人が 一色 を認 むる ところに おい 

てチチ アン は 五十 色 を 認める とあります。 これ は 単に 

画家 だから 重宝 だと 云う ばかりではありません。 人間 

として 比較的 融通の 利く 生活が 遂げら るると 云う 意味 

になります。 意識の 材料が 多ければ 多い ほど、 選択の 

自由が 利いて、 ある 意識の 連続 を 容易に 実行で きる I 

I 即ち 自己の 理想 を 実行し やすい 地位に 立つ —— 人と 

云わなければ ならぬ から、 融通の 利く 人と 申す ので あ 

ります。 単に 色ば かりではありません。 例えば 思想の 



しょうがい 

乏しい 人の 送る 内 生涯 と 云う もの も 色に おける 吾々 

あわ- e 

と 同じく、 気の毒な ほど 憐な ものです。 いくら 金銭 

に 不自由がなくても、 いくら 地位 門閥が 高くても、 意 

識の 連続 は 単調で、 平凡で、 毫も 理想がなくて、 高、 

下、 雅、 俗、 正、 邪、 曲、 直の 区別 さえ 分らなくて 

こん こんもうもう 

昏々 濛々 として アミ— バ のよう な 生活 を 送ります。 こ 

んな 連中 は 人間 さえ 見れば 誰も 彼 もみな 同じ 物 だと 

思 つ て 働き かけます。 それ は 頭が 不明瞭なん だから だ 

と 注意して やる と、 かえって 吾々 を輕 蔑したり、 罵倒 

したりす るから 厄介です しかし これ はこ こで 云う 

事で はない。 演説の 足が 滑って 泥 溝の 中へ ちょっと 落 



分類 かも 知れぬ が、 三つの 作用が 各 独立して、 他と 交 

渉な く 働いて いるもの ではありません。 心の 作用 は ど 

ん なに 立 入って 細かい 点に 至っても、 これ を 全体と し 

て 見る とや はり 知情意の 三つ を 含んで いる 場合が 多い 

せ つ ぜん ベ ん ぎじょう 

だから この 三 作用 を 截然と 区別す るの は 全く 便宜上の 

抽象で ある。 この 抽象 法 を 用いないで、 しかも 極度の 

分化 作用に よる 微細なる 心の 働き (全体として) を 写 

して 人に 示す の はお もに 文学者が やって いる。 だから 

文学者の 仕事 もこの 分化 発展に つれて だんだんと、 

もうろう しさい 

朦朧たる もの を 明瞭に 意識し、 意識した る もの を 仔細 

に 区別して 行きます。 例えば 昔の 竹 取 物語と か、 太平 



この 小説家の ために 一歩の 発展 を 促されて、 開化の 

ひとむら いばら 

進路に あたる 一 叢の 荊棘 を 切り開いて 貰った と 云わね 

くリき 

ばな らんだろうと 思います。 (小説家の 功力 はこの 一 

あ 

点に 限る と 云う 意味で はない。 この 一 点 を 挙げて 考え 

て も 局長さん や 博士さん に 劣る もので ない と 云う ので 

あります) もし 諸君が そんな 小説家 は 現今 日本に 一 人 

もないで はない かと 云われるならば、 私 はこう 答える 

それ は 小説家の 罪で はない。 現今 日本の 小説家 (私 も 

その 一人と 御 認めに なって よろしい) の 罪で ある。 局 

長に でもが ある ごとく、 博士に でもが ある ごとく、 小 

説 家に でもが あるの も 御 互 様と 申さねば ならぬ ので あ 



て 自然と 人間 (物と して 観た る 人間) と 超 感覚的な 神 

(我 を 離れて 神の 存在 を 認める 場合に 云う ので ありま 

す) とし、 我 を 分って 知、 情、 意の 三と します。 この 

我なる 三 作用と 我 以外の 物と を 結びつけ ると、 明かに 

三の 場合が 成立し ます。 すなわち 物に 向って 知 を 働か 

す 人と、 物に 向つ て 情 を 働かす 人と、 それから 物に 向つ 

て 意 を 働かす 人であります。 無論 この 三 作用 は 元来 独 

立して おらん の だから、 ここで 知 を 働かし、 情 を 働か 

し、 意 を 働かす と 云う の は 重に 働かす と 云う 意味で、 

全然 他の 作用 を 除却して、 それの み を 働かす と 云う つ 

もりではありません。 そこで このうち で 知 を 働かす 人 



味が 出て 来ない からして、 情の 人 はかね て、 知 意の 人 

でなくて はならず、 文芸 家 は 同時に 哲学者で 同時に 実 

行 的の 人 (創作家) であるの は 無論であります。 しか 

し 関係 を 明める 方 を 専らに する 人 は、 明め やすくす 

るた めに、 味わう 事ので きない 程度まで にこの 関係 を 

抽象して しまう かも 知れません。 林檎が 三つ あると、 

三と 云う 関係 を 明かに さえ すれば よいと 云う ので、 

肝心の 林檎 は 忘れて、 ただ 三の 数 だけに 重き をお くよ 

うになります。 文芸 家に とっても 関係 を 明かに する 必 

要は あるが、 これ を 明かに する の は 従前より よくこの 

関係 を 味わい 得る ために、 明かに する の だからして、 



て は 成立 せんと 云う 事になります。 (この 事 を 詳しく 

論ずる といろ いろの 疑問が 起って 来ます が、 今 は 時間 

がありません から 述べません。 まず 大体の 上に おいて 

こんきょ 

この 命題 は 確然た る 根拠の ある ものと 御 考えに な つ て 

も 差 支 はな かろうと 思います) 早い 話しが 無臭 無形 

の 神の 事で も かこうと すると 何 か 感覚的な もの を借リ 

て 来ない と 文章に も 絵に もな りません。 だから 旧約 全 

書の 神様 や 希臘の 神様 は みんな 声と か 形と か あるいは 

その他の 感覚的な 力 を 有して います。 それ だから 吾人 

文芸 家の 理想 は 感覚的なる 或 物 を 通じて 一 種の 情 を あ 

ら わすと 云うても 宜し かろうと 存じます。 そこで 問題 



は 二つになります。 一は 感覚的な ものと は 何 だと 云う 

問題で 二 は いわゆる 一種の 情と は、 感覚的な ものの、 

どの 部分に よ つ て、 どんな 具合に あらわされる かまた 

「感覚的な もの を 通じて」 と 云う の は 感覚的な もの を 

使って、 この 道具の 方便で ある 情 を あらわす と 云う の 

か、 しからずんば 感覚的な もの、 それ 自身が この 情 を 

あらわす 目的物 かとい う 問題であります。 この 問題 を 

解釈す ると 文芸 家の 理想の 分化す る 模様が 大体 見当が 

つきます。 第一 問の 解釈、 第二 問の 解釈と して 順 を 追 

うて は 述べません が、 ただ 秩序 を 立てて 分り やすくす 

るた めに やはり 一 二の 番号 を ふって 説明して 行きます _ 



( 一 ) 私 は 最前 空間、 時間の 建立 からして、 物 我の 二 

世界 を 作る と 申しました。 その物なる もの は 自然で あ 

る、 人間で ある、 (単に 物と して 見た る) 神で ある (我 

以外に 存在す ると すれば) と 申しました。 このうち で 

神 は 感覚的な もので ないから 問題に なりません。 もし 

文芸に 神が 出現 するとき は 感覚的な 或 物 を 通じてく る 

の だから、 出現 するとしても、 他と 同じ 分類の なかに 

ば 、， 

這 入る からして やはり 問題に する 必要はありません。 

すると 残る もの は 自然と 人間であります。 そうして 

我々 は 自然と この 人間と に対して 一 種の 情 を 有して お 

ります。 換言すれば 感覚的なる 自然と 感覚的なる 人間 



そのものの 色 合 やら、 線の 配合 やら、 大小 やら、 比例 

やら、 質の 軟硬 やら、 光線の 反射 具合 やら、 彼らの 有 

する 音声 やら、 すべて これらの 感覚的なる ものに 対し 

て 趣味、 すなわち 好悪、 すなわち 情、 を 有して おり ま 

す。 だから これらの 感覚的な 物の 関係 を 味わう 事が で 

きます。 のみならず そのうちで もっとも 優れたる 関係 

を 意識した くなります。 その 意識したい 理想 を 実現す 

る 一方 法と して 詩が できます、 画が できます。 この 理 

想に 対する 情の もっとも 著しき もの を 称して 美的 情操 

と 云います。 (実は 美的 理想 以外に も いろいろな 理想 

が 起る 訳であります。 あるいは 一種の 関係に 突 兀と云 



う 名 を 与え、 あるいは 他 種の 関係に 飄 逸と 云う 名 を 

与えて、 突兀的 情操、 飄逸的 情操と 云う の を 作っても 

差 支ない。 分化 作用が 発達 すれば 自然と ここへ 来る 

にき まっています。 西洋人の 唱え 出した 美と か 美学と 

か 云う ものの ために 我々 は大に 迷惑し ます) かように 

して 美的 理想 を 自然 物の 関係で 実現しょう とする もの 

は 山水 専門の 画家に なつたり、 天地の 景物 を、 i ずる 事 

を 好む 支那 詩人 もしくは 日本の 俳句 家の ような ものに 

なります。 それから また、 この美 的 理想 を 人物の 関係 

において 実現しょう とすると、 美人 を咏 ずる 事の 好き 

な 詩人が できたり、 これ を 写す 事 の 御 得意な 画家 に な 



具に 使って、 その 媒介に よって、 感覚 物 以外の 或る も 

のに 対して 起す 情操と 混同して はならん のであります。 

(二) 物 我のう ち 物に 対する 理想と 情操と は 以上で 大 

抵御 分りに なった ろうと 思います。 すると 今度 は 我の 

番 であります から、 こちら を少々 説明し ます。 

(い) 我の 作用 を 知情意に 区別す る こと は 前に 述べた 

通りで、 この 知の 働き を 主にして 物の 関係 を 明かに す 

る もの は 哲学者 もしくは 科学者 だと 申しました。 なる 

ほど 関係 を 明かに すると 云う 点より 見れば 哲学 科学の 

領分に 相違ない が、 関係 を 明かに する ために 一種の 情 

が 起るならば、 情が 起る と 云う 点に おいて、 知の 働き 



る 理想と 云います。 だからして 真に 対する 理想 は 哲学 

者 及び 科学者 の 理想で ある と 同時に 文芸 家 の 理想に も 

なります。 ただし 後者 は 具体 を 通じて 真 を あらわす と 

云う 条件に 束縛され ただけ が、 前者と 異なる ので あり 

ます。 そうして この 真の あらわし 方、 すなわち 知 を 働 

かす 具合 も 分化して いろいろになります が、 おもに 人 

間の 精神 作用が、 (この場合に は ( 一 ) における ごとく 

人間 を 純 感覚 物と 見做さな いので ある) あらかじめ 吾 

人の 予想した 因果律と 一致す るか、 または この 因果律 

に 一 歩の 分化 を 加えた る 新 意義に 応じて 発展す る 場合 

に 多く 用いられる のであります。 たとえば 父子が 激論 



をして いると、 急に 火事が 起って、 家が 煙につつ まれ 

る。 その 時 今まで 激論 をして いた 親子が、 急に 暄嘩を 

あ いた IQ- 

忘れて、 互に 相援 けて 門外に 逃げる ところ を 小説に か 

く。 すると 書いた 人 は 無論 読む 人 もなる ほど さも あり 

そうだと 思う。 すなわち この 小説 は ある 地位に ある 親 

子の 関係 を 明かに したと 云う 点に おいて、 作者 及び 読 

者の 知 を 働かし 得て、 真に 対する 情の 満足 を 得せし む 

るので あります。 または 反対に、 大変 中の よかった 夫 

ききん 

婦が 飢饉のと きに、 平生の 愛 を 忘れて、 妻の 食うべき 

粥 を 夫が 奪って 食う と 云う 事 を 小説に かく。 すると こ 

れも ある 位地 境遇に ある 夫婦の 関係 を 明かに すると 云 



う 点で 同様の 満足 を 作者と 読者に 与える かも 知れない。 

(人間の 精神 作用から 云う と 真 はいろ いろで ある。 時 

に は 相反しても 依然として 双方 共 真で ある) 好んで こ 

う 言う 事 を かく 文芸 家 を 真 を 理想に する 文芸 家と 云 い 

ま ^9 

(ろ) 吾人の 有する 第二の 精神 作用 は 情であります。 

この 情 を 理想と して 働かせる 人 を 文芸 家と 云う 事 は 前 

に 述べた 通りであります が、 説いて ここに 至る と 混雑 

を 生じ やすい からして、 少々 弁じた 上進 行し ます。 単 

あいまい 

に 情と 云う と 曖昧であります。 なぜ なれば 我々 が 情の 

活動 を 得ん がた めに、 文芸 上の 作物 を 仕上げたり、 ま 



物 を 通じて 怒と 云う 情 を あらわす とすれば、 この 作 

物より 得る 吾人の 情 もまた 同性 質の 怒 かも 知れぬ けれ 

ども (時には 異性 質の 情 を 起す 事 ある はもち ろんで あ 

る) 両者 同 物で はない。 前の 怒り は 原因で 後の 怒り は 

結果で ある。 わかりやすく 言い直す と、 前の 怒 リは感 

覚 物に 附着した 怒で ある。 (たとい その 源 は 我の 有す 

る 作用 中の 怒り を 我 以外に 放射して 創設せ る ものに も 

せよ) 後の 怒 は 我と 云う 自己 中に 起る 怒リ である。 だ 

から 混同 を 防ぐ ために この 一 一 つ を 区別して おいて 歩 を 

進めます。 しかし その 論法 は 大体に おいて (い) の 場 

合、 すなわち 吾人 は 知の 働き を 愛して、 これに 一 種の 



情 を 付与す と 云う 条リに 説明した ものと 変り はあり ま 

せん。 吾人の 心 裏に 往来す る 喜怒哀楽 は、 それ 自身に 

おいて、 吾人の 意識の 大部分 を 構成す るの みならず、 

その 発現 を 客観的に して、 これ を いわゆる 物 (多くの 

場合に おいて は 人間であります) において 認めた 時に 

もまた 大に 吾人の 情 を剌激 する ものであります。 けれ 

もとづ 

ども この 刺激 は 前に 述べた 条件に 基 いて、 ある 具体、 

ことに 人間 を 通じて 情が あらわ るるとき に 始めて 

さよ-つ じゅ 

享受す る 事が できる のであります。 情に おいて 興味 

を 有する からと 云うて 心理学者 のように 情 だけ を 抽象 

して、 これ を 死物と して 取扱えば 文芸 的に はなり 兼ね 



るので あります。 もっとも 当 体が 情で ある だけに、 知 

意に 比する と 比較的 抽象化しても 物に ならん と は限リ 

ません が、 これ を 詳しく 説明す る 余裕が ないから 略し 

ま ^9 

そこで この種の 理想に 在っても 分化の 結果 いろいろ 

になり ますが、 まず 標準 を 云う と、 物 を 通して 物 

と 云うよ り 人と 云う 方が 分り やすいから 人と しまし よ 

う。 < を 通じて 愛の 関係 を あらわす もの、 これ は 

十中八九 いわゆる 小説家の 理想に なって おります。 そ 

の 愛の 関係 も 分化す ると いろいろになります。 相愛し 

て 夫婦に なつたり、 恋の 病に 罹ったり —— もっとも 近 



頃の 小説に はそんな 古風な の は 滅多にない ようです が、 

それから もっと 皮肉な のになる と、 嫁に 行きながら 他 

の 男 を 慕つ て 見たり、 ようやく 思が 遂げて いっしょに 

なる 明くる日から 暄嘩を 始めたり、 いろいろな 理想 I 

I 理想と 云う の もお かしい よう だ —— とにかく いろい 

ぎきょうしん 

ろで きます。 次に は忠、 孝、 義侠心、 友情、 おもな 徳 

義的 情操 は その 分化した 変形と 共に 皆 標準になります。 

この 徳義 的 情操 を 標準に した もの を 総称して 善の 理想 

と 呼ぶ 事が できます。 この 事 はもつ と 委細に 御 話した 

いが 時間が ないから 略して 次に 移ります。 

(は) 精神 作用の 第三 は 意志であります。 この 意志が 



たりす る 馬鹿 は、 みんな 意志 を 働かす 意識の 連続 を 得 

んが ために 他 を 犠牲に 供す るので あります。 したがつ 

てこれ を 文芸 的に あらわせば やはり 文芸 的に ならん と 

は 断言で きません。 いわん や 国の ためと か、 道の ため 

とか、 人の ためと か、 (ろ) の 場合に 述べた 徳義 的 理想 

と 合する よ う に 意志が 発現して くると 非常な 高尚な 情 

操 を 引き起します。 いわゆる 懦夫 をして 起た しむと は 

この 時の 事であります。 英語で はこれ を tieroism と 

名 づけます。 吾人の heroism に対して 起す 情緒 は 実 

際 偉大な ものに 相違ありません。 私 は 今日 ここへ 参り 

ほう へ い こうしょう 

がけに 砲兵 工廠 の 高い 煙突から 黒煙が むやみに むく 



のぼ 

むく 立ち 騰 るの を 見て 一 種の 感を 得ました。 考える と 

煤煙な ど は 俗な ものであります。 世の中に 何が 汚ない 

と 云って 石炭た き ほどきたない もの は 滅多にない。 そ 

うして、 あの 黒い もの は みんな 金が とりたい とりたい 

と 云って 煙突が 吐く 呼吸 だと 思う となお いやです。 そ 

の 上 あの 煙 は 肺病に よくない。 —— しかし 私 はそんな 

事 は 忘れて 一 種の 感を 得た。 その 感じ は 取 も 直さず、 

意志の 発現に 対して 起る 感じの 一 部分であります。 砲 

兵 工廠の 煙で すらこう だから 真正の heroism に 至つ 

て は 実に 壮烈な 感じが ある だろうと 思います。 文芸 家 

のうちで はこの 種の 晴緖を 理想と する もの は 現^に お 



通り 済みました。 概括す ると、 一 が 感覚 物 そのものに 

対する 情緒。 (その 代表 は 美的 理想) 二が 感覚 物 を 通 

じて 知、 情、 意の 三 作用が 働く 場合で これ を 分って、 

(い) 知の 働く 場合 (代表 は 真に 対する 理想) (ろ) 情 

の 働く 場合 (代表 は 愛に 対する 理想 及び 道義に 対する 

理想) (は) 意志の 働く 場合 (代表 は 荘厳に 対する 理想) 

となります。 この 四 大別の 上に 連想から 来る 情緒が い 

かにして 混入す るか を 論じなければ ならん のです が、 

これ も 時間が ないから やめます。 

文芸 家の 理想 をよう やく この 四 種に 分けました。 こ 

の 分類 は 私が 文学論の なかに 分けてお いた ものと は 



少々 違います が、 ザ J れは 出立 地が 違う の だから 仕方が 

ありません。 もっとも この 分け 方の 方が、 明瞭で 適 

切の ように 思われ ますから、 双方 違って いても けっし 

て 諸君の 御 損に はなり ません。 さて 前に も 申す 通り、 

知、 情、 意なる 我々 の 精神的 作用 は 区別ので きる にも 

かかわらず、 区別され たま ま、 他と 関係な く 発現す る 

もので ない、 のみならず 文芸に あって は 皆 感覚 物 を 通 

じて その 作用 を 現す ので あるから して、 この 四 種の 理 

想に 対する 情操 も、 互に 混合 錯雑して、 事実上 はかよ 

うに 明瞭に 区 窗ー を 受けて、 作物 中に 出て くる もので は 

ありません。 それ にもかかわらず 理想 は 四 種 あるので、 



そこでい よいよ 現代 文芸の 理想に 移って、 少々 気焰 

を 述べたい と 思います。 現代 文芸の 理想 は 何で ありま 

しょう。 美？ 美で はない。 画の 方、 彫刻の 方で もお 

そらく、 単純な 美で はない かも 知れない が、 それ は不 

案内 だから、 諸君の 御 一 考を 煩 わすと して、 文学に つ 

いて 申す とけつして 美で はない。 美と 云う もの を 唯 1 

の 生命に して かいた もの は、 短詩の ほかに はないだ ろ 

うと 思います。 小説に は 無論あります まい。 脚本 は 固 

よりです。 詳しく 云う と、 暇が かかる から、 この くら 

いで 御免 蒙って 先へ 進みます。 現代の 理想が 美で なけ 

れば、 善であろう か、 愛であろう か。 この種の 理想 は 



無論 幾多の 作物 中に 経と なり 緯 となりて 織り込まれて 

いるに は 相違ない が、 これが 現代の 理想 だと 云う に は、 

遥 に 微弱す ぎる と 思います。 それで は 荘厳だろう か。 

荘厳が 現代 の 理想なら ば いささか 頼 母し い 気持 もす る 

が、 実際 はかえ つて 反対で ある。 現代の 世 ほど 

heroism に 欠乏した 世 はなく、 また 現代の 文学 ほど 

heroism を 発揚し ない 文学 は少 かろうと 思います。 

現代の 世に 荘厳の 感を 起す 悲劇 は 一 つも 出ない ので も 

分ります。 現代 文芸の 理想が 美に も あらず、 善に も あ 

らず また 荘厳に も あらざる 以上 は、 その 理想 は 真の 一 

字に あるに 相違ない。 例 を 引けば 長くなる、 証 を 挙げ 



れば 大変で ある。 仕方がな いから、 ただ 真の 一字が 現 

代 文芸 ことに 文学の 理想で あると 云い 放っておきます。 

しばらく これ を 事実と 御 承認 を 願いたい。 ところで こ 

の 真なる もの も、 いわゆる 分化 作用で、 いろいろの 種 

類と 程度 を 有して いるに は 相違ない、 英仏独 露の 諸 書 

りよ-つしょう 

を獵 渉したら ば その 変形のお もな もの を 指摘す る 事 

はでき る 事に なりましょう。 私 は それに 対してけ つし 

て 不平 を 云う つもりではありません。 前に 云う ごとく、 

真 は 四 理想の 一であって、 その 一 たる 真が 勢 を 得て、 

他の 三 理想が 比較的 下火にな るの も、 時勢の 推移 上 

いちょうが え そくはつ 

銀杏 返しが すた れ て 束髪が 流行す ると 同じように、 や 



どと とんでもない 事 を 工夫す るか も 知れません。 世の 

もめんいと 

中 は 広い ものです、 広い 世の中に 一本の 木綿糸 を わた 

わきめ ごていね い 

して、 傍目 も 触らず、 その上 を 御 叮嚀に あるいて、 そ 

うして、 これが 世界 だと 心得る の はすで に 気の毒な 話 

であります。 ただ 気の毒な だけなら 本人 さえ 我慢 すれ 

ば それです みます が、 こう一 本調子に 行かれて は、 大 t 

に はたの ものが 迷惑す るよう な 訳になります。 往来 を 

あるく ので も 分ります。 いくら 巡査が 左へ 左へ と、 月 

給 を 時間割に した ほどな 声 を 出して、 制しても、 東西 

南北へ 行く 人 を ことごとく 一直線に、 同 方向に、 同 速 

力に 向ける 事 はでき ません。 広い 世界 を、 広い 世界に 



住む 人間が、 随意の 歩調で、 勝手な 方角へ あるいて い 

ると すれば、 御 互に 行き 合う とき、 突き 当りそう なと 

き は、 格別の 理由の ない 限り、 両方で 路を 譲り合わね 

ばなら ない。 四 種の 理想 は 皆 同等の 権利 を 有して 人生 

を あるいて いる。 あるく の は 御 随意 だが、 権利が 同等 

であると きまったなら、 衝突し そうな 場合に は 御 互に 

示談 をして、 好い加減に 折り合 をつ けなければ ならな 

い 訳です。 この 折り合 をつ ける ために は、 自分が 

一人 合点で、 自分 一人の 路を あるいて いて はでき ない _ 

つまり 向う から 来る 人、 横から 来る 人 も、 それぞれ 相 

当の 用事 も あり、 理由 も あるんだ と 認める だけに、 世 



ちゅうし ゆ つ まう 

作の 上に おいても、 多少の 抽出 法 を 含む もので ぁリ 

ます。 (抽出 法に ついては 文学論 中に 愚見 を 述べて あ 

ります から 御 参考 を 願いたい) その 極端に 至る と 妙な 

現象が 生じます。 たとえば、 かの 裸体画が 公々 然と 青 

天 白日の 下に 曝される ような ものであります。 一 般社 

会の 風紀から 云う と 裸体と 云う もの は、 見苦しい 不体 

裁であります。 西洋人が 何と 云おうと、 そうに 違 あり 

ません。 私が 保証し ます。 しかしながら、 人体の 感覚 

美 を あらわす ために は、 是非共 裸体に しなければ なら 

ん、 この 不体裁 を 冒さねば ならん 事と なります。 衝突 

はこ こに 存 する のです。 この 衝突 は 文明が 進む に 従つ 



その 生命 を繫ぐ 事が できた のであって、 ある 画工 や 文 

芸 批評家の 考える ように、 世間 晴れて 裸体画が 大きな 

顔 をされ た 義理ではありません。 電車 は 危険 だが、 交 

通に 便 だから、 一定の 道路に 限って、 危険の 念 を 抽出 

して、 あるいて やろうと 云う 条件の 下に、 東 鉄 や 電鉄 

が 存在す ると 同じ 事であります。 裸体画 も、 東 鉄 も、 

電鉄 も、 あまり 威張れば 存在の 権利 を 取上げて よいく 

ひとた 

らいの ものであります。 しかし 一度び 抽出の 約束が 成 

り 立てば 構わない。 真 も その 通りであります。 真 を 発 

揮した 作物に 対して、 他の 理想 を ことごとく 忘れる、 

抽出す ると 云う 条件 さえ 成立 すれば それで 宜しい。 I 



I 宜しい と 云った つ て 大きな 顔 をして 宜しい と 云う の 

ではない、 存在しても 宜しい と 云う のであります。 他 

の 理想 諸君へ は 御 気の毒 だが、 僕 も 困る から、 少し 辛 

抱して くれた まえ くら い の 態度なら 宜し いと 云う の で 

あります。 しかし この 条件 を 成立せ しむる ために は 真 

に対して 起す 情緒が 強烈で、 他の 理想 を 忘れ 得る ほど 

に、 うまく 発揮され なくて はならん 訳であります。 今 

の 作物に これ だけの 仕事が できて いるかが 疑問で あり 

ます。 

あまり 議論が 抽象的になります から、 実例に ついて 

少々 自分の 考え を 述べて 見ましょう。 ここに 贋の 啞が 



も 無論ない。 すなわち 真 以外の 理想 は 毫も 含んで おら 

きす 

ん のです。 そこが 疵 かと 云う と 私 はそう は 認めません。 

と 云う もの は 他の 理想 を 含んで おらん と 云う までで、 

毫も これ を 害して はおりません。 したがって 真に 対す 

る 面白味 を 感ずる のみで、 他の 理想 は こと 一 J とく 抽出 

して 読み終る 事が 出来 得る からであります。 

次に こんな 事 を 書いたら、 どうな りましょう。 一 人 

こじ さ 

の 乞食が いる。 諸 所 放浪して いるう ちに、 或 日、 或 時、 

或 村へ 差し かかる と、 しきりに 腹が減る。 幸 ひつ そ 

りと した 一 構えに、 人の 気 はい もない 様子 を 見届けて、 

パ ン ぶどうしゅ み 

麵麴と 葡萄酒 を 盗み出して、 口腹の 慾 を 充分 充 たした 



が 生み落して 老人 は大 満足 を 表する と 云う のが 大団円 

であります。 ゾラ 君 は 何 を 考えて この 著作 を 公け にさ 

れ たもの か 存じません が、 私の 考 では 前に 挙げた モ ー 

パッ サン 氏よりも ある 方面に 向って 一 歩 進んだ 理想が 

なくって はとうて い 書き こなせない 作物 だと 思います _ 

よく 下民の 聚 合する 寄席な どへ 参る と、 時々 妙な 所 

かっさい まゆ ひそ 

で 喝采す る 事が あります。 普通の 人が 眉 を 顰める 所に 

限って 喝采す るから 妙であります。 ゾラ 君な ども 日本 

へ 来て 寄席へ でも 出られたら、 定めし 大入を 取られる 

事で あろうと 存じます。 

おちい 

現代 文学 は 皆 この 弊に 陥 つてい ると は 無論 断言し 



ません が、 いろいろな 点に おいて この 傾向 を 帯びて い 

る こと は 疑い もない と 思います。 そうして この 傾向 は 

へんちょうし 

真の 一 字 を 偏 重視す るから して 起った 多少 病的の 現象 

だと 云うても よいだ ろうと 思います。 諸君 は 探偵と 云 

う もの を 見て、 歯す るに 足る 人間と は 思わんで しょう _ 

探偵 だって 家へ 帰れば 妻 も あり、 子 も あり、 隣近所の 

付合 は 人並に している。 まるで 道徳的 観念に 欠乏した 

動物で はない。 たまに は 夜店で 掛物を ひやかしたり、 

ひとはち 

盆栽の 一 鉢く らい 眺める 風流 心 は あるか も 知れない。 

しかしながら 探偵が 探偵と して 職務に かかったら、 た 

だ 事実 を あげる と 云うよ り ほかに 彼らの 眼中に は 何も 



その 作家 は 個人と して は、 いざ 知らず、 作家と して 

陥 欠の ある 人間で なければ なりません。 病的と 云わな 

ければ なりません。 (四 種の 理想 は 同等の 権利 を 有し 

て 相 冒すべき もので ない と、 先に 述べて おきました。 

四 種 を 同等に 満足せ しむる 事 は 困難 かも 知れません。 

多少 は 冒す 場合が あるでしょう。 そ の 場合に は 冒さ れ 

へ いそく 

たもの が、 屛 息し 得る ように、 冒す 方に 偉大な 特色が 

なければ ならぬ のであります。 この 点に おいて は、 先 

に 例証した オセロが 一 番 弁護し やすいよ うに 思われ ま 

す。 ゾラと モ ー パッ サンの 例に 至って は ほとんど 探偵 

と 同様に 下品な 気持が します) 



るだろう と 思います。 

uneasy lies the liead wears a crown. 

Kin ぬ s frequently lamented the miserable 

consequences of t>ein^ t5m to ^reat things, Sid 

wislied they Jiad t>een in the middle of tlie two 

extremes, between the mean £ld the great. 

大体の 意味 は 説明す る 必要 もない までに 明暸 であり 

かんむり いただ かしら 

ます。 すなわち 冠 を 戴く 頭 は 安き ひまな しと 云う 

のが 沙 翁の 句で、 高貴の 身に 生れた る 不幸 を 悲しんで、 

両極の 中、 上下の 間に 世 を 送りた く 思う は 帝王の 習い 

なりと 云う のが デフ ォ— の 句であります。 無論 前者 は 



ふと 沙 翁のへ ンリ— 四 世 中の 語 を 思い出して、 その内 

容の 同じき にも 関らず、 その 感じに 大変な 相違の あ 

るに 驚き ましたが、 なぜ こんな 相違が あるかに 至って 

は 解剖して 見る まで は 判然と 自分に も わからなかった 

のであります。 そこで これから 御 話し をす るの は 私の 

当時の 感じ を 解剖した 所であります。 

沙 翁の 方から 述べます と —— あの 句 は 帝王が 年中 

(十 年で もよ い、 二十 年で もよ い。 いやしくも 彼が 位 

にある 間 だけ) の 身心 状態 を、 長い 時間に 通ず る 言葉 

であら わさないで、 これ を 一刻に つづめて 示して いる _ 

てぎわ くわ 

そこが 一 つの 手際であります。 その 意味 を もっと 詳し 



く 説明 するとこう なります。 uneasy (不安) と 云う 語 

は 漠然たる 心の 状態 を あらわす ようで あるが 実は 非常 

き たと 

に 鋭敏な よく 利く 言葉であります。 例えば 椅子の 足の 

折れ かかった のに 腰 を かけて uneasy であると か、 ズ 

ボン 釣り を 忘れた ため ズ ボンが 擦り 落ちそう で 

uneasy であると か、 すべて 落ちつかぬ 様子で ありま 

す。 もちろん 落ちつかぬ 様子と 云う の は、 ある 時間の 

経過 を 含む 状態に は 相違ない が、 長時間の 経過 を 待た 

ないで、 すぐ 眼に 映る 状態であります。 だから この 

uneasy と 云う 語 は、 長い間 持続す る 状態で も、 これ 

ちぢ きわ 

を 一 刻 もしくは 一 分に 縮めて 画の ように とっさの 際に 



頭脳の 裏に 描き出し 得る 状態であります。 

ある 人 はこう 云って、 私の 説 を 攻撃す るか も 知れぬ。 

なるほど 君の 云うよう な uneasy な 状態 も あるか 

も 知れない。 しかし それ は 身体の uneasy な 場合で 心 

の uneasy な 場合で はない。 身体の uneasy な 状態 は 

長い 時間 を 切って 断面 的に これ を 想像の 鏡に 写す 事 も 

できよう が、 心の uneasy な 場合すな わち 心配と か、 

気が かりとい うような もの は、 そういう 風に 印象 を 構 

成す る 訳に は 行かんだ ろうと。 私 は その 攻撃に 対して 

は、 こう 答える。 そういう uneasy な 状態 は ある 

に 相違ない。 ない が、 ここに はそんな 事 を 考える 必要 



はない。 よし 帝王の uneasiness が 精神的で あっても、 

そう 考える 必要 はない。 必要 はない と 云う よりも そん 

な 余裕 はない。 uneasy の 下に lies すなわち 横 わると 

ある。 lies と 云う と 有形 的な 物体に 適用 せらる る 文字 

である。 だから uneasy と 読んで、 どちらの uneasy 

かと 迷う 間もなく、 直 lies と 云う 字に 接続す るから し 

て uneasy の 意味 は 明確に なって くる。 すると また こ 

う 非難す る 人が 出る かも 知れぬ。 —— lies にも 両様 

が ある。 有形 物に ついて 云う 事 は 無論で あるが 無形 物 

についても よく 使う 字で ある。 だから uneasy lies で 

は 君の 云うよう に 判然たる 印象 は 起って 来ない と。 こ 



の 非難に 対する 私の 弁解 はこうであります。 uneasy 

lies では 印象が 起らぬ と 云うなら 第三 字 目の iiead と 

いう 字 を 読んで 見る がよ かろう。 ^ead は 具体的の も 

ので ある。 よし^ ead まで も 比喩的な 意味に 解せられ 

ると しても uneasy lies the iiead と 続けて 読んで、 し 

かも この tiead を 抽象的な 能力と か 知力と か 解釈す る 

者 は あるまい。 誰でも 具体的の 髪の 生えた 頭と 解釈す 

るであろう。 tsad を 具体的と 解す る 以上 は lies も 無 

論 有形 物の lie する 有様に 相違ない。 してみ ると 

uneasy もまた 形態に 関係の ない 目に 見えぬ 意味と は 

取りに くい。 しかも その uneasy な 有様 はいつ まで 続 



ところで 沙 翁に は 今一 つの 特色が あります。 上述の 

時間 的なる に対して これ は 空間 的と 云うても よかろう 

と 思います。 すなわち こういう 解剖な のです。 帝王と 

云う 字 は 具体の 名詞 か 抽象の 名詞 かと 問えば、 誰も 具 

体と 答える だろうと 思います。 なるほど 具体 名詞に 相 

違ないです。 けれども ただ 具体的 だと 承知す るば かり 

で、 明瞭な 印象 は 比較的 出に くいので す。 帝王の 画 

を 眼前で かいて 見ろ と 云われても、 すぐと 図案 は栴 

えられん だろうと 思います。 私共の 脳 中には この 帝王 

ばくぜん まとま 

と 云う ものが すこぶる 漠然として 纏 ら ない 図に な つ 

て 畳み込まれ ています。 ところへ the iiead that 



wears acorwn と 云われる と、 帝王と 云う 観念が 急に 

判然とし ます。 なぜかと 云う と、 今まで は 具体で ある 

という こと だけが 解って いた けれど、 局部の 知識 はす 

あいまい 

こぶる 曖昧で 取と めが つかなかった のであります。 あ 

たか も 度の 合わぬ 眼鏡で 物 を 見る ように、 その物 は 独 

立して 存在して いるが 他の物と 独立して いる 事 だけが 

明瞭で、 その物の 内容 は 朦朧と してお つたので ありま 

す ところ 力 uneasy lies the Iiead av.^ wears ひ 

crown と 云われた ので 焼 点 が 急に きま つ たような 心 

持が する のであります。 帝王と 云えば 個人と して 帝王 

いきおい 

の 全部 を 想像せ ねばならん、 全部 を 想像す ると 勢 ぼ 



ん やりす る。 ぼんやり しないた めに、 局部 を 想像し よ 

うとす ると、 局部が たくさん あるので、 どこ を 想像し 

てよ いか 分りません。 そこで 沙翁は 多く ある 局部のう 

ちで、 ここ を 想像す るの が 一番い いと 教えて くれたの 

であります。 その 教えて くれたの は、 帝王の 足で もな 

ないし せぼね 

い、 手で もない。 乃至 は 背骨で もない。 もしくは 帝王 

の 腹の 中で もない。 彼が 指さして、 あすこ だけ を 注意 

して 御覧、 king がよく 見える と 教えて くれた 所 は、 

燦爛たる 冠 を 戴く 彼の 頭であります。 この 注意 をう 

けた 吾々 は 今まで 全局に 眼 をち らっかせ て 要領 を 得ん 

のに 苦しんで いたのに、 かく 注意 を 受けた から、 試み 



に その 方へ 視線 をむ ける と、 なるほど king が 見えた 

のであります。 明暸 なの は 局部に 過ぎぬ けれども、 こ 

の 局部が king を 代表して しかるべき 精髄で あるから 

して、 ここが 明瞭に 見えれば 全体 を 明瞭に 見た と 同じ 

事になる。 取 も 直さず 物 を 見る ベ き 要点 を沙 翁が 我々 

に 教えて くれたので あります。 この 要点 は 全体 を 明か 

にす るに おいて 功力が あるの みならず、 要点 以外に 気 

を 散らす 必要が なく、 不要の 部分 を ことごとく 切リ棄 

てる 事 もで きる からして、 読者から 云えば 注意力の 経 

済になる。 この 要点 を 空間に 配して 云う と、 沙翁は 

king と 云う 大きな もの を 縮めて、 単なる 「冠 を 戴く 頭」 



私の 方で 申す 人生に 触れる という 意味が 御 承知に なり 

I つかまつ 

たければ 今 じきに 明瞭なる 御 答え を 仕 つても よろし 

いが、 ついでも ある 事 だから、 次の 節まで 待って いた 

だきましょう。 

御 待 遠 だとい かぬ から、 すぐさま 次の 節に 移って 弁 

じます。 文学者の 一 部分で、 しきりに 触れろ 触れろ と 

云い、 技巧 は 無用 だ 無用 だと 云って いるに 反して、 画 

家の 方で は —— 画家 は 我々 のように 騒々 しくない、 お 

となし く 勉強して おられる から、 むやみに 三つ 番は敲 

かれぬ ようで あるが —— しかし その実 行して おられる 

ところ を 拝見す ると、 触れる の 触れぬ のと 云う 事 は 



合な 人物、 景色、 事件 を 想像して^ f 加減な 事 を 並べて 

はるか 

平気で いるよりも 遥に 熱心な 御 研究であります。 そ 

ちと 

の 効能 は 固より 御 承知の 事で、 私な どが かれこれ 申す 

しゃか たぐい 

の も 釈迦に 何とかい う 類になります が、 まず 講話の 

順序と して 分らぬな がら、 分った と 思う 事 だけ を 述べ 

ます。 こう 云う 修業で 得る 点 は 私の 考えで はまず 一 一通 

りになる だろうと 思います。 一 つ は 物の 大小 形状 及び 

その 色 合な どに つ い て 知覚が 明瞭 になり ますのと、 

この 明暸 になった もの を、 精細に 写し出す 事が 巧者に 

じんそく えが 

かつ 迅速に できる 事 だと 信じます。 二 はこれ を 描き出 

すに 当って 使用す る 線 及び 点が、 描き出される 物の 形 



状 や 色 合と は 比較的 独立して、 それ 自身に おいて、 一 

てぎわ 

種の 手際 を 帯びて 来る 事であります。 この 第二の 技術 

は 技術で ありかつ 理想 を も あらわして いるから して 純 

然 たる 技巧と 見る 訳に は 参りません。 現に 日本 在来の 

絵画 はお もに この 技巧 だけで 価値 を 保った もので あり 

ます。 それに も 関わらず、 これに 対して 鑑賞の 眼 を 

ほし いま ま 

恣 にす ると、 それぞれに 一 種の 理想 を あらわして 

いる、 すなわち 画家の 人格 を 示して いる、 ために 大な 

る 感興 を 引く 事が 多い のであります。 たとえば 一 線の 

引き 方で も、 (その 一線 だけで は 画 は 成立せ ぬに も 関 

わらず) 勢いが あって 画家の 意志に 対する 理想 を 示す 



事 もで きます し、 曲リ 具合が 美に 対する 理想 を あらわ 

す 事 もで きます し、 または 明瞭で 太い 細い の 関係が 明 

かで 知的な 意味 も 含んで おりましょう し、 あるいは 

婉 約の 情、 温厚な 感を 蓄える 事 もありましょう。 (知、 

情の 理想が 比較的 顕著で な いのは 性質 上 やむ をえ ませ 

ん) こうな ると 線と 点 だ けが 理想 を 含む よう に な り ま 

ほうじょ う 

す。 ちょうど 金石文 字 や 法帖と 同じ 事で、 書 を 見る 

と 人格が わかるな どと 云う 議論 は 全く これから 出る の 

であろうと 考えられます。 だから、 この 技巧 は ある 程 

度の 修養に つれて、 理想 を 含蓄して 参ります。 しかし 

前 種の 技巧、 すなわち 物に 対する 明瞭なる 知覚 を その 



する 人 を 人生に おいて 新 意義 を 認めた 人と 云います。 

変形のう ち もっとも 深き 理想 を 実現す る 人 を、 深刻に 

人生に 触れた 人と 申します。 (云う まで もな く 深刻と 

は 真、 善、 美、 壮の 四面に わたって 申すべき 形容詞で 

あります。 悲惨 だから 深刻 だと か、 暗黒 だから 深刻 だ 

とか 云う の は 無意味の 言語であります) 変形のう ち 

もっとも 広き 理想 を 実現す る 人 を、 広く 人生に 触れた 

人と 申します。 この 三つ を 兼ねて、 完全なる 技巧に よ 

リ てこれ を 実現す る 人 を、 理想的 文芸 家、 すなわち 文 

芸の 聖人と 云う のであります。 文芸の 聖人 はた だの 聖 

人で、 これに 技巧 を 加える ときに、 始めて 文芸の 聖人 



となる のであります。 聖人の 理想と 申して 別段の 事 も 

ありません。 ただい かにして 生存すべき かの 問題 を 解 

釈 する までであります。 

発達した 理想と、 完全な 技巧と 合した 時に、 文芸 は 

極致に 達します。 (それ だから、 文芸の 極致 は、 時代に 

よって 推移す る ものと 解釈す るの が、 もっとも 論理的 

なのであります) 文芸が 極致に 達した ときに、 これに 

接する もの はもし これに 接し 得る だけの 機縁が 熟して 

いれば、 還元 的 感化 を 受けます。 この 還元 的 感化 は 文 

芸が 吾人 に 与え 得る 至大 至高の 感化で あります。 機縁 

が 熟すと 云う 意味 は、 この 極致 文芸のう ちに あらわれ 



たる 理想と、 自己の 理想と が 契合す る 場合 か、 もしく 

はこれ に 引つ けられた る 自己の 理想が、 新しき 点に お 

いて、 深き 点に おいて、 もしくは 広き 点に おいて、 

けいはつ せつな 

啓発 を受 くる 刹那に 大悟す る 場合 を 云う のであります _ 

しゅじょう 

縁な き 衆生 は 度し がた しと は 単に 仏法の みで 言う 事 

ではありません。 段違いの 理想 を 有して いるもの は、 

感化して やりた くても、 感化 を 受けたくて もとうて い 

どうす る 事 もで きません。 

還元 的 感化と 云う 字が 少々 妙 だから、 御 分りに なら 

ん かと 思います。 これ を 説明す ると、 こういう 意味に 

なります。 文芸 家 は 今 申す 通り 自己の 修養し 得た 理想 



文芸の 作物に 対して、 我 を 忘れ 彼 を 忘れ、 無意識に (反 

ほしいまま 

省 的で なくと 云う 意な り) 享楽 を 擅 にす る 間 は、 時 

間 も 空 間もなく、 ただ 意識の 連続が あるの みで ありま 

す。 もっとも ここに 時間 も 空間 もない と 云う の は 作物 

中 にないと 云う ので はない、 自己が 作物に 対する 時間、 

また 自己が 占め ている 空間が ない とい う 意味で あって、 

読んで 何時間 かかる か、 また 読んで いる 場所 は 書斎の 

裡か 郊外 か蓐 中 か を 忘れる と 云う のと 同じ 事で あり 

ます。 普通の 場合に おいて これ を 忘れる 事が できん の 

は、 ある 間 は 作者の 意識 連続と 一 致し、 あるとき はこ 

れを 離れる から、 我 は 依然として 我、 彼 は 依然として 



にこの 還元 的 一致 を 得る と、 非常な 醜男 子が 絶世の 美 

ま 

人に 惚れられ たように 喜びます。 

「意識の 連続」 のうちで 比較的 連続と 云う 事 を 主にし 

て 理想が あらわれて くると、 おもに 文学が できます。 

比 較的 意識 そ の ものの 内容 を 主にして 理想が あらわれ 

て 来る と 絵画が 成立し ます。 だからして 前者の 理想 は 

おもに 意識の 推移す る 有様で あらわれて 来ます。 した 

が つて この 推移 法が 理想的に 行く 作物 は、 読者 をして 

還元 的 感化 をう け やすくし ます。 これ を 動の 還元 的感 

化と 云います。 それから 後者の 理想 はお もに 意識の 停 

留 する 有 K であら われて 来ます。 だから 停留 法が うま 



大 いなる 利益 を享 ける に 相違な かろうと 確信して おり 

ま ^9 

最後に 一 言 を 加えます。 我々 は 生きたい 生きたい と 

云う 下司な 念 を 本来 持って おります。 この 下司な 

了見から して、 物 我の 区別 を 立てます。 そうしてい 

かなる 意識の 連続 を 得ん かとい う 選択の 念 を 生じ、 こ 

の 選択の 範囲が 広まる に 従って 一種の 理想 を 生じ、 そ 

の 理想が 分岐して、 哲学者 (または 科学者) となり、 

文芸 家と な り 実行 家と なり、 そ の 文芸 家が また 四 種の 

理想 を 作り、 かっこれ を 分岐せ しめて、 各自に 各自の 

欲する 意識の 連続 を 実現しつつ あるので あります。 要 



する に 皆い かにして 存在 せんかの 生活 問題から 割り出 

した ものに 過ぎません。 だからして 何 を やろうと けつ 

して 実際的の 利害 を 外れた こと は 一 つもない ので あり 

ます。 世の中で は 芸術家と か 文学 家と か 云う もの を 

ひまじん 

閑人と 号して、 何 かいらざる 事で もして いるもの のよ 

うに 考えて います。 実 を 云う と 芸術家よりも 文学 家よ 

り も いらぬ 事 をして いる 人間 は いくらでも あるので す _ 

朝から 晚 まで 車 を 飛ばせて 馳け 廻って いる 連中のう ち 

で、 文学者 や 芸術家よりも いらざる 事 をして いる 連中 

がいくら あるか 知れません。 自分 だけが 国家 有用の 材 

うぬ ぼ 

だな どと 己 惚れて 急が しげに 生存 上 十 人前く らいの 権 



利が あるかの ごとく ふるま つ てもとうて い 駄目な ので 

す。 彼らの 有用と か 無用と かいう 意味 は 極めて 幼稚な 

意味で 云う のです から 駄目であります。 怒るなら、 

怒っても よろしい、 いくら 怒っても 駄目であります。 

怒る の は 理窟が 分らん から 怒る のです。 怒る よりも 頭 

を 下げて その 訳で も 聞きに 来たらよ かろうと 思います- 

恐れ入って 聞きに くれば い つで も 教えて やって よろし 

えんがわ ひるね 

い。 —— 私な ども 学校 を やめて、 縁側に ごろごろ 昼寝 

をして いると 云って、 友達が みんな 笑います。 —— 笑 

うの じ やない、 実は 羨ましい のか も 知れません。 I 

I なるほど 昼寝 は 致します。 昼寝ば かりで はない、 朝 



て、 ある 程度 以上に 意識の 連続に おいて 一致す るなら 

ば、 一歩 進んで 全然 その 作物の 奥より 閃めき 出ず る 真 

と 善と 美と 壮に 合して、 未来の 生活 上に 消えが たき 

こんせき 

痕跡 を 残すならば、 なお 進んで 還元 的 感化の 妙 境に 達 

きはく 

し 得るならば、 文芸 家の 精神 気魄 は 無形の 伝染に より、 

社会 の 大 意識に 影響す るが 故に、 永久の 生命 を 人類 内 

まつと 

面の 歴史 中に 得て、 ここに 自己の 使命 を完 うした る 

ものであります。 

—— 明治 四十 年 四月 東京 美術学校 において 述 I - 



底本 ： 「夏 目漱石 全集^」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1988 (昭和 S) 年 7 月^日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本" 「筑摩 全集 類聚 版 夏 目漱石 全集」 筑摩 書房 

1971 (昭和^) 年 4 月〜 1972 (昭和^) 年 ー 

月 

※底本で、 表題に 続いて 配置され ていた 講演の 日時と 

場所に 関する 情報 は、 ファイル 末に 地 付きで 置き まし 

た。 
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